
２～ 3　シリーズ防災（地震編）
４　　　はじまりますブックスタート
５　　　福祉医療費助成制度が変わります

６～７　メールボックス紀宝警察署／寺谷総合公園施設使用料の有料化／終戦当時
引揚者の方々からお預かりした通貨・証券等の返還／年金だより／保健だより

８～９　くらしの情報／平和月間／図書館だより

10 ～ 11　ファインダーの向こう側

12 ～ 13　ふれあい交差点／広報文芸／はじめまして

年中みかんのとれる町
Public Information of Mihama Town

2006
No 448

8

平成１8年8月1日発行

プ
ー
ル
で
元
気
よ
く
水
し
ぶ
き
を
あ
げ
る
御
浜
小
学
校
２
年
生
の
皆
さ
ん

シリーズ防災（地震編）

プ
ー
ル
で
元
気
よ
く
水
し
ぶ
き
を
あ
げ
る
御
浜
小
学
校
２
年
生
の
皆
さ
ん



�

シリーズ　防 災（地震編）

――あす起こるかもしれない地震・・・
まずは正しい知識を学びましょう――

　私たちの住む御浜町は、いつおきてもおかしくない「東海地震」、今世紀前半での発生が
懸念される「東南海・南海地震」により大きな被害を受けるとされる地域に位置しています。
地震が起こるしくみなどを知って、地震から身を守るためのポイントを整理してみましょう。

２．プレート境界型（海溝型）地震のしくみ
　日本列島周辺では、地中のマントルの動きによって大陸プレート（ユーラシアプレート）と海洋プレート（太
平洋プレートとフィリピンプレート）とがお互いに押し合っています。そのため、長年にわたって蓄積された
エネルギーが限界を越えたとき、地下の岩盤が破壊され、それに沿ってずれを生じさせます。これが地震です。
　プレート境界型地震は、海洋プレートが大陸プレートの下に沈みこんでいるために定期的に大陸プレートが
跳ね上がって起こる地震で、次のような特徴があります。
・横揺れ
・揺れている時間が長い（1分以上揺れている場合がある）
・短くて数十年から 100 年単位で発生する
・大津波の危険性がある

１．スーパー広域災害（東海地震、東南海・南海地震）
　地震といえば、戦後最大の被害といわれる「阪神・淡路大震災」を思い起こす人も多いのではないでしょうか。
この震災を引き起こした「兵庫県南部地震」は、平成 7年 1月 17 日早朝に発生、マグニチュード 7.3、最大震
度 7を記録、活断層のずれからおこる内陸直下型地震でした。死者 6,434 名をはじめ、行方不明者 3名、負傷
者 43,792 名、住家被害は、全壊 104,906 棟、半壊 144,274 棟、46 万世帯が罹災 ( りさい ) し、被害総額は 10 兆
円規模。
　これに対し、「東海地震、東南海・南海地震」は、プレート境界型（海溝型）地震の代表格で、平成 16 年 12
月のスマトラ沖地震のように津波被害をもたらすことが特徴。歴史的にみても同時又は連続して発生する傾向
があり、3つの地震が同時発生の場合、関東南部から九州南部の太平洋岸に及ぶとされています。平成 15 年 9
月に出された中央防災会議の被害想定では、死者 25,000 名、建物全壊 90 万棟、経済的被害も最大 81 兆円とさ
れており、「阪神・淡路大震災」をはるかにしのぐスーパー広域災害と言われています。

【東海地震、東南海・南海地震が同時発生した場合の被害想定】

三重県 御浜町
マグネチュード 8.7 8.7
最 大 震 度 6 強以上 6 弱以上

人的被害
死　　　者 1,687 名 64 名
負　傷　者 11,678 名 139 名
避 難 者 数 43,317 名 1,003 名

建物被害
全　　　壊 39,008 棟 1,649 棟
半　　　壊 84,303 棟 2,176 棟
火 災 被 害 26,930 棟 1,130 棟

（被害想定：「三重県地域防災計画被害想定調査報告書」抜粋）

　地震はいつどこで起きるかわかりません。正
しい知識と防災への意識を身につけ、あなたと
家族の安全を守りましょう。

○慶長地震（M7.9）

○宝永地震（M8.6）死者5,038人

○安政東海地震（M8.4）
　　　　　　　　　死者2,658人

○東南海地震（M7.9）死者1,251人
○南海地震　（M8.0）死者1,330人

破壊領域

南海地震　　　 東南海地震

東海地震？
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３．マグニチュードと震度
　地震の大きさを表すのがマグニチュードです。地震計の最大振幅などを用いて計算します。地震の大小は、
断層運動によって放出されるエネルギーの大小によって決まります。マグニチュードが 1増えれば地震波のエ
ネルギーは約 30 倍、2増えると約 1000 倍にもなります。
　震度は、ある場所での揺れの程度を表します。我が国では気象庁震度階級に基づき、10階級に分類しています。

　震度が大きくなるにつれて、人の行動は制約されます。屋内、屋外にもさまざまな被害が発生します。で
は、マグニチュードと震度はどのような関係にあるのでしょうか。地下で断層運動が起こると地震波が発生
し、それによって私たちの立っている大地が揺れます。一般的に、震源地から遠く離れればはなれるほど揺
れは小さくなります。

「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
」
に
お

け
る
犠
牲
者
の
死
亡
推
定
時
間
を

見
る
と
、
地
震
発
生
の
５
時
46
分

か
ら
午
前
６
時
ま
で
に
約
92
％
の

方
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
住
宅

の
補
修
や
補
強
な
ど
事
前
の
ハ
ー

ド
面
の
対
策
が
な
い
限
り
、
ど
う

し
よ
う
も
な
い
人
的
被
害
が
多
く

を
占
め
て
い
ま
し
た
。
グ
ラ
ッ
と

き
た
ら
。
そ
の
と
き
私
た
ち
は
ど

ん
な
行
動
を
と
れ
ば
よ
い
の
で
し

ょ
う
か
。

《
自
宅
で
く
つ
ろ
い
で
い
る
と
き
》

揺
れ
を
感
じ
た
ら
、
テ
ー
ブ
ル

や
机
の
下
な
ど
に
隠
れ
て
身
を
守

り
、
座
布
団
や
ク
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
で

頭
を
保
護
し
ま
し
ょ
う
。
大
き
な
揺

れ
の
最
中
は
思
う
よ
う
に
動
け
ま

せ
ん
。
揺
れ
を
感
じ
た
ら
即
座
に
動

く
習
慣
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

《
台
所
で
食
事
の
し
た
く
を
し
て

い
る
と
き
》

最
初
は
小
さ
な
揺
れ
で
も
、
そ

の
後
大
き
な
揺
れ
が
や
っ
て
来
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
揺
れ
を
感

じ
た
ら
即
座
に
火
を
消
し
、
身
の

安
全
が
確
保
で
き
る
場
所
に
移
動

し
ま
し
ょ
う
。

《
会
社
で
仕
事
を
し
て
い
る
と
き
》

重
そ
う
な
ロ
ッ
カ
ー
で
も
倒
れ

た
り
動
い
た
り
し
て
押
し
つ
ぶ
さ

れ
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。窓
際
は
、

割
れ
た
ガ
ラ
ス
片
が
飛
ん
で
き
た

り
、
外
へ
は
じ
き
飛
ば
さ
れ
た

り
す
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
揺

れ
を
感
じ
た
ら
即
座
に
机
の
下
な

ど
に
潜
り
、身
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

《
寝
室
で
寝
て
い
る
と
き
》

そ
の
ま
ま
ふ
と
ん
を
頭
に
か
ぶ

り
、
家
具
や
落
下
物
が
襲
っ
て
こ

な
い
場
所
で
身
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

就
寝
中
は
無
防
備
に
近
い
状
態

で
す
。
家
具
の
固
定
な
ど
命
を
守

る
事
前
の
対
策
が
大
切
で
す
。

《
車
を
運
転
し
て
い
る
と
き
と
き
》

注
意
し
な
が
ら
徐
々
に
ス
ピ
ー

ド
を
落
と
し
て
停
車
さ
せ
ま
し
ょ

う
。
急
ブ
レ
ー
キ
は
絶
対
に
避
け

ま
す
。
車
内
で
カ
ー
ラ
ジ
オ
を
つ

け
、
正
確
な
地
震
情
報
を
収
集
し

ま
し
ょ
う
。

車
を
離
れ
る
と
き
は
、
緊
急
車

両
が
通
れ
る
よ
う
、
道
路
の
中
央

は
あ
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
近
く

に
駐
車
場
や
空
き
地
が
あ
る
場
合

は
、
そ
こ
に
車
を
入
れ
ま
す
。
窓

を
閉
め
、キ
ー
は
つ
け
た
ま
ま
で
、

ド
ア
ロ
ッ
ク
も
し
な
い
で
お
き

ま
し
ょ
う
。
車
検
証
や
貴
重
品
は

忘
れ
ず
に
持
ち
出
し
ま
す
。

†
問
い
合
わ
せ
先
†

総
務
課　

防
災
対
策
室

☎
３
︱
０
５
０
５

地
震
を
感
じ
た
と
き
の
対
応

震度の目安
震度 0 揺れを感じない。
震度 1 屋内にいる人の一部が、わずかな揺れを感じます。
震度 2 屋内にいる人の多くが揺れを感じます。眠っている人の一部が、目を覚まします ｡
震度 3 屋内にいる人のほとんどが、揺れを感じます。恐怖感を覚える人もいます。
震度 4 かなりの恐怖感があり、一部の人は、身の安全を確保しようとします。眠っている人のほとんどは目を覚まします。
震度 5 弱 多くの人が身の安全を図ろうとします。一部の人は、行動に支障を感じます。
震度 5 強 非常な恐怖を感じます。多くの人が行動に支障を感じます。
震度 6 弱 立っていることが困難になります。
震度 6 強 立っていることができず、はわないと動くことができなくなります。
震度 7 揺れにほんろうされ、自分の意志で行動できません。

海側のプ
レートが
年数㎝の
割合で陸
側のプレ

陸側のプ
レートの
先端部が
引きずり
込 ま れ、

ひずみが
その限界
に達した
時、陸側
のプレー

トが跳ね上がり、地震が発生する。そ
の際、津波が発生する場合がある。

ートの方へ移動し、その下へ潜り込む。
フィリピン海プレート　3 ～ 5cm/y
太平洋プレート　8 ～ 10cm/y

ひずみが蓄積する。

プレート境界型地震の発生メカニズム
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絵
本
を
通
し
て
赤
ち
ゃ
ん
と
の
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

ブックスタート研修会

御
浜
町
で
は
、
今
年
８
月
か
ら
、

福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
る
４
ヶ
月
児
健
診
の
際
に
、

赤
ち
ゃ
ん
と
保
護
者
の
方
に
絵
本
を
手
渡
す

〝
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
〞 

を
始
め
ま
す
。

　

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
は
、
１
９
９
２

年
に
イ
ギ
リ
ス
で
始
ま
り
ま
し

た
。
日
本
で
は
、２
０
０
０
年「
こ

ど
も
読
書
年
」
を
き
っ
か
け
に
し

て
紹
介
さ
れ
、
現
在
で
は
、
地
域

の
子
育
て
支
援
運
動
と
し
て
日
本

の
各
地
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

赤
ち
ゃ
ん
の
体
の
成
長
に
ミ
ル

ク
が
必
要
な
よ
う
に
、
赤
ち
ゃ

ん
の
こ
と
ば
と
心
を
育
む
た
め
に

は
、
あ
た
た
か
な
ぬ
く
も
り
の
中

で
優
し
く
語
り
合
う
時
間
が
大
切

で
す
。

　

ま
た
赤
ち
ゃ
ん
と
向
き
合
う
そ

う
し
た
ひ
と
と
き
は
、
周
り
の
大

人
に
と
っ
て
も
心
や
す
ら
ぐ
楽
し

い
時
間
で
も
あ
り
ま
す
。

　

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
は
、
絵
本
を

き
っ
か
け
に
赤
ち
ゃ
ん
と
ふ
れ
あ

い
、
楽
し
み
な
が
ら
子
育
て
が
で

き
る
よ
う
応
援
す
る
運
動
で
す
。

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
っ
て

な
ぁ
に
？

ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
？

　

赤
ち
ゃ
ん
と
絵
本
の
す
て
き
な

出
会
い
に
な
る
よ
う
、
実
際
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
読
み
聞
か
せ
を
し

な
が
ら
絵
本
を
手
渡
し
ま
す
。

　

絵
本
は
、
３
種
類
の
中
か
ら
、

お
好
み
の
１
冊
を
選
ん
で
い
た
だ

き
ま
す
。

い
つ
、
ど
こ
で
絵
本
を

も
ら
え
る
の
？

　

福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー
で
毎
月
行

わ
れ
る
４
个
月
児
健
診
に
お
い

て
、
４
个
月
児
健
診
対
象
の
す
べ

て
の
赤
ち
ゃ
ん
と
保
護
者
に
お
渡

し
し
ま
す
。

　

健
診
の
案
内
通
知
を
送
付
す
る

際
に
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
の
案
内

と
絵
本
の
引
換
券
を
同
封
し
ま
す

の
で
、
健
診
時
に
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

†
問
い
合
わ
せ
先
†

健
康
福
祉
課
福
祉
係

☎
３
︱
０
５
１
５
（
担
当　

阪さ
か
ぐ
ち口
）

【日時】８月２日（水）午後２時～
　　　　　 ３日（木）午前９時～

※夕方までを予定しています。
昼食は各自でご用意ください。

【場所】福祉健康センター
【講師】水野和子氏（愛知県幼児期家庭教育推

進会議委員、子育て相談地域スタッフ、
児童図書館研究会愛知支部会員、わら
べうたの会世話人）

【主催】御浜町社会福祉協議会

　ブックスタートのボランティアを対象にした
研修会ですが、子育て全般に通じる話ですので、
一般の方も是非お越しください。

ブックスタート研修会 を実施します

この３冊の中から１冊をお選びください。

は
じ
ま
り
ま
す
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
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※１　太字は改正点です。
※２　入院時における食事代の助成については、役場等において標準負担額減額認定を受けられている方のみ

対象となります。

対　　　象　　　者 助　　　成　　　額

心身障害者

◆	 身体障害者手帳１級～３級の認定を受け
た方

◆	 知的障害の判定を受けた IQ５０以下の方
◆	 所得制限あり

◆	 医療費の自己負担額
◆	 入院時の食事の負担額

（医療保険各法の規定により減額さ
れている場合のみ）※２

一人親家庭等

◆	 母子（父子）家庭の親と１８歳年度末まで
の児童

◆	 父母のいない１８歳年度末までの児童
◆	 所得制限あり

◆	 医療費の自己負担額
◆	 入院時の食事の負担額

（医療保険各法の規定により減額さ
れている場合のみ）※２

乳　幼　児

◆	 ４歳未満の乳幼児
◆	 入院に係る費用のみ義務教育就学前まで

の幼児（対象者への受給資格証の発行はあ
りませんので、入院された場合は役場への
申請が必要となります）

◆	 所得制限あり

◆	 医療費の自己負担額
◆	 入院時の食事の負担額

（医療保険各法の規定により減額さ
れている場合のみ）※２

老人・寡婦
◆　９月１日より廃止となります。現在認定されている方、８月までに認定を受けられ

た方については、経過措置で助成されます

保
健
の
向
上
と
福
祉
の
増
進
を

図
る
た
め
、
心
身
障
害
者
・
一
人

親
家
庭
等
・
乳
幼
児
・
老
人

（
68
・
69
歳
）・
寡
婦
（
60
～
69
歳
）

の
方
に
対
し
、
医
療
費
の
助
成
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
９
月
よ
り
制

度
の
改
正
を
行
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
対
象
と
な
る
方

で
あ
っ
て
も
、
受
給
資
格
の
申
請

を
し
な
い
と
助
成
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

ま
だ
、
申
請
さ
れ
て
い
な
い
方

は
、
健
康
福
祉
課
で
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
平
成
18
年
９
月
１
日
よ

り
所
得
制
限
の
限
度
額
の
引
き
上

げ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
昨
年
認
定

さ
れ
な
か
っ
た
方
等
に
つ
い
て
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

①
健
康
保
険
証

②
郵
便
局
以
外
の
預
金
通
帳

③
身
体
障
害
者
手
帳
又
は
療
育

手
帳
（
心
身
障
害
者
の
場
合
の

み
）

　

診
療
を
受
け
る
と
き
は

健
康
保
険
証
と
一
緒
に
受
給

資
格
証
を
医
療
機
関
の
窓
口
へ

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
医
療
費

の
自
己
負
担
額
に
つ
い
て
は
、

一
旦
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

　

助
成
を
受
け
る
に
は

県
内
の
医
療
機
関
を
受
診
さ

れ
る
場
合
は
、
医
療
機
関
か
ら

役
場
に
通
知
が
き
ま
す
の
で
、

指
定
口
座
に
振
込
み
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。
県
外
の
医
療
機
関
を

受
診
さ
れ
る
場
合
は
、
領
収
証

明
書
を
書
い
て
頂
き
、
役
場
へ

提
出
し
て
頂
け
れ
ば
、
指
定
口

座
に
振
込
み
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

（
老
人
保
健
医
療
の
対
象
者
は
、

県
内
外
に
関
わ
ら
ず
自
動
で
振

込
み
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。）

※
レ
セ
プ
ト
確
認
等
の
た
め
、

振
り
込
み
に
は
３
～
５
ヵ
月

程
度
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

†
問
い
合
わ
せ
先
†　
　
　

健
康
福
祉
課　

福
祉
係

☎
３
︱
０
５
１
５
（
担
当　

榎え
の
も
と本

）

福
祉
医
療
費
助
成
制
度
が
変
わ
り
ま
す
！

〈福祉医療費助成制度の種類〉
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施　設　名 使　用　料（1時間当たり） 備　　　考

寺谷総合公園内

テ ニ ス コ ー ト   

町民 １００円
コート１面当たり

料　　金
町民以外 ２００円

町内の中学生以下 減　　免

寺谷総合公園内

多目的グラウンド

町民 ２５０円
グラウンド１面

当たり料金
町民以外 ５００円

町内の中学生以下 減　　免

年
金
を
受
け
て
い
る
皆
さ
ん
へ　

　
　
　
　
　
　
　

こ
ん
な
時
に
は
、
こ
ん
な
手
続
き
を

†
問
い
合
わ
せ
先
†

税
務
住
民
課　

保
険
年
金
係

☎
３
︱
０
５
１
２
（
担
当　

南み
な
み

）

郵
便
局
で
支
払
わ
れ
ま
す
。
住
所

や
支
払
い
を
受
け
る
金
融
機
関
、

郵
便
局
を
変
更
す
る
と
き
は
、
す

み
や
か
に
「
年
金
受
給
権
者
住

所
・
支
払
機
関
変
更
届
」
を
最
寄

り
の
社
会
保
険
事
務
所
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。「
住
所
・
支
払
機

関
変
更
届
」
を
提
出
し
な
い
と
、

年
金
の
支
払
い
額
を
お
知
ら
せ
す

る
通
知
書
が
届
か
な
か
っ
た
り
、

希
望
す
る
銀
行
や
郵
便
局
で
年
金

が
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
り
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

支
払
機
関
を
銀
行
な
ど
の
金

融
機
関
に
変
更
す
る
と
き
は
、

そ
の
金
融
機
関
で
預
金
通
帳
の

記
号
番
号
に
つ
い
て
証
明
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

○
年
金
証
書
を
な
く
し
た
と
き

「
年
金
証
書
」
を
汚
し
た
り
失

く
し
た
り
し
た
と
き
は
「
年

金
証
書
再
交
付
申
請
書
」
を
最

寄
り
の
社
会
保
険
事
務
所
に
提

出
し
て
「
年
金
証
書
」
の
再
交

付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

紀
宝
警
察
署

メ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス

紀
宝
警
察
署

メ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス

三
重
県
警
察
で
は
、
平
成
19

年
４
月
採
用
の
警
察
官
と
警
察

事
務
職
員
の
募
集
を
行
っ
て
い

ま
す
。

受
付
期
間
は
８
月
１
日
（
火
）

か
ら
８
月
28
日
（
月
）
ま
で
で
、

詳
し
い
受
験
資
格
・
手
続
な
ど

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

†
問
い
合
わ
せ
先
†　
　
　

紀
宝
警
察
署
警
務
課

☎
０
７
３
５
︱
３
３
︱
０
１
１
０

○
誕
生
月
が
来
た
と
き

毎
年
１
回
、
誕
生
月
の
初
旬
に

「
現
況
届
」
を
社
会
保
険
業
務
セ
ン

タ
ー
か
ら
、
受
給
者
の
皆
様
に
お

送
り
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
年

金
を
引
き
続
き
受
け
る
権
利
が
あ

る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
、

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
返
送

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
も
の
で
す
。

し
か
し
、
12
月
生
ま
れ
の
方
か

ら
、
現
況
届
け
の
提
出
を
原
則
不

要
と
し
、
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
受
給
者
の
皆

様
の
現
況
（
生
存
）
確
認
を
行
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
現
況
届
け
の
提
出
は
今
年
が

最
後
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
次
の
場
合
は
、
現
況

届
以
外
の
届
出
が
引
き
続
き
必
要

で
す
。
提
出
が
必
要
な
届
出
は
、

社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
か
ら
受

給
者
の
皆
様
へ
送
付
さ
れ
ま
す
。

①
障
害
の
程
度
の
確
認
の
為
「
診

断
書
」
の
提
出
が
必
要
な
場
合

②
加
給
年
金
を
受
け
ら
れ
て
い
る

場
合
「
生
計
維
持
確
認
届
」

○
支
払
機
関
を
変
え
る
と
き

年
金
は
希
望
し
た
金
融
機
関
や

寺
谷
総
合
公
園
施
設
使
用
の
有
料
化
に
つ
い
て

寺
谷
総
合
公
園
施
設
使
用
料
一
覧
表

（
平
成
18
年
10
月
１
日
よ
り
）

終
戦
当
時
、
引
揚
者
の
方
々
か
ら
お
預
り
し
た

　
　
　
　
　
　
　

通
貨
・
証
券
等
を
返
還
し
て
い
ま
す
。

名
古
屋
税
関
で
は
、
終
戦
後
に

外
地
よ
り
引
き
揚
げ
て
き
た
方
々

が
、
税
関
な
ど
に
預
け
た
通
貨
や

証
券
等
を
お
返
し
し
て
お
り
ま
す

が
、今
な
お
引
き
取
り
手
が
な
く
、

保
管
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る

も
の
が
多
数
あ
り
ま
す
。

返
還
請
求
・
お
問
合
せ
は
、
ご
本

人
は
も
と
よ
り
ご
家
族
の
方
で
も
構

い
ま
せ
ん
。
お
心
当
た
り
の
方
は
、

お
気
軽
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

<

返
還
し
て
い
る
通
貨
・
証
券
等>

●
上
陸
地
の
税
関
又
は
海
運
局
に

預
け
た
通
貨
・
証
券
等

●
帰
国
前
に
在
外
公
館
や
日
本
人

自
治
会
等
に
預
け
た
通
貨
・
証

券
等
の
う
ち
、
そ
の
後
日
本
に

返
還
さ
れ
た
も
の

通　

貨
：
旧
日
本
銀
行
券
、
旧
日

本
軍
軍
票　

等

証
券
等
：
支
那
事
変
割
引
国
庫
債

券
、
大
東
亜
戦
争
割
引

国
庫
債
券　

等

†
問
い
合
わ
せ
先
†

財
務
省
名
古
屋
税
関
四
日
市
税
関

支
署
尾
鷲
出
張
所

☎
０
５
９
７
︱
２
２
︱
１
３
８
５

※
使
用
時
間
が
１
時
間
未
満
の
時

は
、
１
時
間
と
し
ま
す
。

今
回
の
有
料
化
は
、
使
用
者
か

ら
使
用
料
を
い
た
だ
き
、
よ
り
よ

い
公
共
施
設
の
環
境
づ
く
り
を
目

指
す
と
と
も
に
、
他
の
公
共
施
設

と
の
受
益
者
負
担
の
有
無
に
よ
る

格
差
の
是
正
を
図
る
も
の
で
す
。

な
お
、
料
金
設
定
に
あ
た
っ
て

は
、
施
設
維
持
管
理
費
、
お
よ
び

使
用
部
分
の
面
積
を
基
に
算
出
し

て
い
ま
す
。

†
問
い
合
わ
せ
先
†　
　
　

教
育
委
員
会　

生
涯
学
習
係

☎
３
︱
０
５
２
６
（
担
当　

山や
ま
も
と本
）

三
重
県
警
察
官
・
警
察
事
務
職
員
募
集
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毎日の生活に取り入れ
運動器の機能を向上させましょう
毎日の生活に取り入れ
運動器の機能を向上させましょう

はじめましょう　高齢者の介護予防〈第２弾〉

保健
だより

No.�08

︿
ポ
イ
ン
ト
﹀

①
何
歳
に
な
っ
て
も
運
動
器
の
機
能
は
向
上
さ

せ
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。

②
要
介
護
状
態
に
な
る
の
を
防
ぐ
た
め
に
は
足

腰
の
筋
力
を
つ
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

「
私
は
毎
日
歩
い
て
い
る
か
ら
だ
い
じ
ょ

う
ぶ
」
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
や
散
歩
は
心
肺
機
能
の
向
上
な
ど
に
大

き
な
効
果
が
あ
り
ま
す
が
、
使
う
筋
力
は
最

大
筋
力
の
20
～
30
％
。
そ
れ
だ
け
で
は
筋
力

の
維
持
は
で
き
て
も
向
上
は
し
ま
せ
ん
。
筋

力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
は
、
筋
肉
に
一
定

の
負
荷
を
か
け
る
運
動
が
効
果
的
で
す
。

†
問
い
合
わ
せ
先
†

健
康
福
祉
課　

健
康
づ
く
り
推
進
室

☎
３
︱
０
５
１
１

人
間
ら
し
い
活
動
の
か
な
め
﹁
抗
重
力
筋
﹂

人
間
は
約
３
０
０
種
類
も
の
筋
肉
を
使
い
な
が
ら
生
き
て
い
ま

す
が
、
中
で
も
立
つ
、
座
る
、
歩
く
な
ど
人
間
ら
し
い
活
動
の
基

礎
と
な
る
の
が
、
大
殿
筋
、
大
腿
四
頭
筋
、
下
腿
三
頭
筋
な
ど
の

「
抗
重
力
筋
」
で
す
。

こ
れ
ら
を
重
点
的
に
き
た
え
る
運
動
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

東
京
法
規
出
版
社　
「
介
護
予
防
を
は
じ
め
る
た
め
に
」
よ
り

「運
動
器
の
機
能
を
向
上
さ
せ
ま
し
ょ
う
」

足
腰
を
重
点
的
に
き
た
え
ま
し
ょ
う

●
１
～
３
と
も
10
回
を
め
や

す
に
、
無
理
を
せ
ず
、
慣

れ
て
き
た
ら
回
数
を
増
や

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

●
運
動
の
前
に
は
ス
ト
レ
ッ

チ
ン
グ
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

大だ
い
で
ん
き
ん

殿
筋
の
運
動

運
動
を
行
う
と
き
の

注
意
点

足
の
後
ろ
上
げ

●
両
足
を
少
し
開
い
て
、
い

す
か
ら
少
し
離
れ
て
立
ち

ま
す
。
両
手
で
い
す
の
背

を
つ
か
ん
で
、
上
体
だ
け

45
度
ほ
ど
前
に
傾
け
ま

す
。

●
膝
が
曲
が
ら
な
い
よ
う

に
、
片
方
の
足
を
ゆ
っ
く

り
後
ろ
に
上
げ
ま
す
。

１
／
４
ス
ク
ワ
ッ
ト
︵
膝
の
曲
げ
伸
ば
し
︶

●
両
足
を
肩
幅
よ
り
少
し
広
め
に
し
て
立
ち
ま
す
。

●
上
体
を
ま
っ
す
ぐ
に
し
た
ま
ま
、
１
、
２
、
３
、
４
で
膝
を
４

分
の
１
程
度
曲
げ
腰
を
落
と
し
ま
す
。

●
１
、
２
、
３
、
４
で
膝
を
伸
ば
し
な
が
ら
元
の
姿
勢
に
戻
り
ま

す
。

つ
ま
先
立
ち

●
両
足
を
軽
く
開
い
て

立
ち
ま
す
。

●
つ
ま
先
を
軸
に
１
、

２
、
３
、
４
で
ゆ
っ

く
り
か
か
と
を
上
げ
、

１
、
２
、
３
、
４
で

か
か
と
を
下
ろ
し
ま

す
。

●
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
に

く
い
と
き
に
は
、
い

す
の
背
や
壁
に
手
を

そ
え
て
行
い
ま
し
ょ

う
。

下か
た
い
さ
ん
と
う
き
ん

腿
三
頭
筋
の
運
動

●
そ
の
ま
ま
の
状
態
を
１
秒
間
続
け
た
後
、
ゆ
っ
く
り
と
元
の
姿

勢
に
戻
し
ま
す
。
左
右
の
足
で
行
い
ま
し
ょ
う
。

●
膝
は
で
き
る
だ
け
伸
ば
し
た
ま
ま
で
。
腰
痛
の
原
因
に
な
る
の

で
背
中
は
反
ら
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
膝
の
頭
が
つ
ま
先
よ
り

前
に
出
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

●
転
倒
の
不
安
が
あ
る
人

は
い
す
の
背
や
壁
を
支

え
に
し
ま
し
ょ
う
。

※
深
く
膝
を
曲
げ
る
と
腰

や
膝
を
痛
め
や
す
い
の

で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

₁

大だ
い
た
い
し
と
う
き
ん

腿
四
頭
筋
の
運
動

₃

₂
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 6 日
多田　博胤　医師

（多田医院）

13 日
原田　資　医師

（原田医院）

20 日
平谷　一人　医師

（荒坂診療所）

27 日
小山　徹　医師

（小山医院）

■役場本庁での窓口証明業務（戸籍・住民票・印鑑証明のみ）は
月曜～金曜の午後６時15分まで受付しています。

■「広報みはま」は御浜町ホームページでもご覧いただけます。
ホームページアドレス http://www.town.mihama.mie.jp/

紀南病院内科系
日曜外来診療

納
期
限
８
月
31
日
（
木
）

８
月
の
納
税
期
限

●
町
県
民
税
第
２
期

●
国
民
健
康
保
険
税
第
３
期

くらし の

情報

●●●   ８月の担当医  ●●●水
稲
共
済
加
入
の
皆
さ
ん
へ

　

水
稲
作
付
田
で
３
割
以
上
の
被

害
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、
す

ぐ
に
地
区
の
損
害
評
価
員
ま
た
は

東
紀
州
農
業
共
済
事
務
組
合
に
連

絡
し
、
損
害
評
価
野
帳
に
必
要
事

項
を
ご
記
入
の
う
え
、
被
害
田
に

「
被
害
表
示
の
立
札
」
を
立
て
て

く
だ
さ
い
。

†
問
い
合
わ
せ
先
†

東
紀
州
農
業
共
済
事
務
組
合

☎
０
５
９
７
︱
８
５
︱
３
８
２
１

※
納
税
は
便
利
で
確
実
な
口
座
振
替
を
ど
う

ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
国
民
健
康
保
険
税
本
算
定
（
第
３
期
～
６

期
分
）
の
納
税
通
知
書
は
、
８
月
中
旬
に

お
届
け
し
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

身
体
障
害
者
巡
回
相
談

　

地
理
的
、
身
体
的
事
情
等
で
来

所
困
難
な
身
体
障
害
者
の
便
宜
を

図
る
た
め
、
県
の
身
体
障
害
者
更

生
相
談
所
に
よ
る
巡
回
相
談
を
行

い
ま
す
。

︻
日
時
︼
９
月
７
日
（
木
）

受
付
⋮
午
後
１
時
～
２
時

診
察
⋮
午
後
２
時
～

︻
場
所
︼	

紀
南
病
院

︻
診
察
内
容
︼

（
１)	

整
形
外
科

①
手
帳
交
付
要
否
・
障
害
程
度
変

更
の
医
学
的
判
定
（
か
か
り
つ

け
医
師
の
い
な
い
場
合
や
判
定

困
難
事
例
に
つ
い
て
の
判
定
）

②
補
装
具
要
否
判
定

（
２
）
耳
鼻
科

①
手
帳
申
請
の
た
め
の
診
察
は
実

施
し
ま
せ
ん

②
補
聴
器
の
要
否
判
定
（
た
だ
し

障
害
程
度
変
更
を
要
す
る
も
の

は
行
い
ま
せ
ん
）

※
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。

（
予
約
締
切
８
月
18
日
（
金
））

†
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先
†　
　

　

健
康
福
祉
課　

福
祉
係

☎
３
︱
０
５
１
５
（
担
当　

大お
お
や家

）

か
ら
だ
改
善
教
室
の
開
催

︻
日
程
︼

○
８
月
23
日
（
水
）
血
液
さ
ら
さ

ら
教
室
（
高
脂
血
症
予
防
）

○
８
月
30
日
（
水
）
だ
る
さ
改
善

教
室
（
貧
血
予
防
）

○
９
月
６
日
（
水
）
長
寿
食
教
室

（
糖
尿
病
予
防
教
室
）

○
９
月
14
日
（
木
）
血
管
い
き
い

き
教
室
（
高
血
圧
予
防
教
室
）

︻
場
所
︼
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー

︻
時
間
︼
10
時
～
13
時

︻
内
容
︼
毎
回
、
予
防
に
つ
い
て

の
話
・
調
理
実
習
を
行
い
ま
す
。

＊
全
回
参
加
ま
た
は
希
望
す
る
回

の
み
で
も
可
能
で
す
。

＊
事
前
に
必
ず
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
治
療
中
の
方
は
主
治
医
に
相

談
の
う
え
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

＊
定
員
25
名

†
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
†

健
康
福
祉
課　

健
康
づ
く
り
推
進
室

☎
３
︱
０
５
１
１

「
簡
易
脳
ド
ッ
ク
」
開
設

簡
単
に
受
け
ら
れ
る
脳
ド
ッ
ク

を
始
め
ま
し
た
。

︻
検
査
種
類
︼
頭
部
Ｍ
Ｒ
Ｉ
と
頭

部
頚
部
Ｍ
Ｒ
Ａ

︻
料
金
︼
１
８
，
９
０
０
円
（
税

込
）

※
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。

†
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先
†

紀
南
病
院　

地
域
連
携
室

☎
２
︱
１
３
３
３

精
神
科
医
師
に
よ
る

「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
」
の
開
催

精
神
的
な
悩
み
を
抱
え
て
い
る

方
々
の
問
題
解
決
を
支
援
す
る
た

め
に
、
精
神
科
医
師
に
よ
る
「
こ

こ
ろ
の
相
談
」
を
実
施
し
ま
す
。

︻
日
時
︼
８
月
10
日
（
木
）
午
後

１
時
～
午
後
３
時
30
分

︻
場
所
︼
御
浜
町
役
場
１
階　

会
議
室
１

︻
内
容
︼
精
神
科
医
師
に
よ
る

「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
」

〈
相
談
者
〉
熊
野
病
院　

大
谷
英

行
医
師

︻
対
象
︼
精
神
科
医
療
機
関
で
の

治
療
を
受
け
て
い
な
い
方
で
精
神

的
な
悩
み
（
精
神
病
・
ス
ト
レ
ス

関
連
疾
患
疑
い
等
）
を
持
つ
方
や

家
族
等

︻
費
用
︼
無
料

※
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。

（
予
約
締
切
８
月
７
日
（
月
））

†
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先
†

熊
野
保
健
福
祉
事
務
所
（
熊
野
保

健
所
）　
（
担
当　

中
谷
）

☎
０
５
９
７
︱
８
９
︱
６
１
１
５

平 和 な世界をめざして
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８
月
は「
御
浜
町
平
和
月
間
」で
す

図書館中央
公民館図書館だより

の
、
そ
し
て
過
去

数
百
年
間
の
歴
史

家
達
の
人
生
を
翻

弄
し
た
。

　
「
竜
」
の
秘
密

を
探
る
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
歴
史
ミ
ス
テ
リ

ー
の
旅
が
始
ま

る
。

（
本
書
表
紙
よ
り
）

　

少
女
は
あ
る
夜
遅
く
、
父
の
書

斎
で
一
冊
の
古
い
「
本
」
を
見
つ

け
た
。
竜
の
挿
絵
が
一
つ
あ
る
以

外
は
何
も
印
刷
さ
れ
て
い
な
い
奇

妙
な
本
、
そ
し
て
「
不
運
な
る
わ

が
後
継
者
へ
」
と
い
う
書
き
だ
し

の
宛
名
の
な
い
手
紙
の
束
だ
っ
た
。

娘
が
そ
れ
を
見
つ
け
て
し
ま
っ
た

こ
と
を
知
っ
た
父
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
各
地
の
史
跡
へ
娘
を
連
れ
出
し

た
。
旅
先
で
父
が
ぽ
つ
ぽ
つ
と
語

り
は
じ
め
た
の
は
、
彼
の
学
生
時

代
の
物
語
だ
っ
た
。
敬
愛
し
て
い

た
歴
史
学
の
恩
師
は
、あ
る
日「
竜

の
本
」
に
ま
つ
わ
る
す
べ
て
の
資

料
を
教
え
子
に
託
し
、
突
然
失
踪

し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。

　

教
授
が
最
後
に
口
に
し
た
言
葉
、

そ
れ
は
・
・
・
。

　

い
っ
た
い
教
授
は
何
を
言
わ
ん

と
し
て
い
た
の
か
？
そ
し
て
彼
は

ど
こ
へ
消
え
た
の
か
？

　

十
六
歳
の
時
に
見
つ
け
た
一
冊

の
本
と
謎
め
い
た
手
紙
が
、
私

◦トーキョー・プリズン
　　　　　　　柳　広司　著

◦学習まんが人物館
　「津田　梅子」

小学館　編
◦ハリー・ポッターと
　　　　　　謎のプリンス
　　　　Ｊ・Ｋ・ローリング著
◦知りたい！海猿の世界
　　　　～海上保安庁の力～

　　　　イカロス出版　編
◦新しい民法がわかる本
コンデックス情報研究書　編

開館時間●午前 9 時～午後 4 時
休 館 日●毎週月曜日

本
一 冊 の

新刊案内新刊案内

ヒストリアンⅠ・Ⅱ
エリザベス・　　
コストヴァ著

︻
日
時
︼
８
月
１
日
（
火
）
午
後

２
時
～
４
時

︻
場
所
︼
中
央
公
民
館
ア
メ
ニ
テ

ィ
ホ
ー
ル

︻
上
映
作
品
︼

・「
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｉ	

１
９
４

５	　

ア
ン
ゼ
ラ
ス
の
鐘
」

・「
サ
ヨ
ナ
ラ
、
み
ど
り
が
池　

～
飛
べ
！
凧
グ
ラ
イ
ダ
ー
～
」

︻
入
場
料
︼
無
料

︻
主
催
︼
三
重
県
教
職
員
組
合
紀

南
支
部

☎
０
５
９
７
︱
８
９
︱
１
３
２
１

森
林
を
伐
採
す
る
に
は
、

許
可
や
届
出
が
必
要
で
す

違
法
伐
採
問
題
は
、
各
国
に
お

い
て
、
森
林
経
営
を
推
進
す
る
う

え
で
の
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
国
で
は
、「
グ
リ
ー
ン
購

入
法
」
を
改
正
し
平
成
18
年
４
月

か
ら
は
、
合
法
性
、
持
続
可
能
性

が
証
明
さ
れ
た
木
材
、
木
材
製
品

を
調
達
の
対
象
と
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

三
重
県
木
材
協
同
組
合
連
合
会

で
も
、
本
県
産
木
材
の
合
法
性
、

持
続
可
能
性
の
証
明
を
行
う
体
制

づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

森
林
計
画
制
度
と
し
て
こ
れ
ら

に
対
応
す
る
た
め
、「
伐
採
及
び

伐
採
後
の
造
林
届
出
書
」（
通
称
：

伐
採
届
）
の
提
出
が
あ
っ
た
際
に

町
が
発
行
す
る
「
適
合
通
知
書
」

に
伐
採
場
所
、
樹
種
、
伐
採
量
な

ど
が
記
載
さ
れ
る
よ
う
改
正
が
な

さ
れ
、
こ
れ
を
森
林
所
有
者
か
ら

市
場
等
の
販
売
先
へ
提
出
す
る
こ

と
で
、
合
法
性
の
証
明
書
と
し
て

使
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
森
林
の
種
類
︻（
保
安

林
で
あ
る
か
）（
森
林
施
行
計
画

対
象
森
林
で
あ
る
か
）
な
ど
︼
に

よ
っ
て
伐
採
の
際
の
手
続
き
が
異

な
り
ま
す
の
で
、森
林
を
伐
採（
主

伐
・
間
伐
）
す
る
際
に
は
、
町
ま

た
は
県
熊
野
農
林
商
工
環
境
事
務

所
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

†
問
い
合
わ
せ
先
†

熊
野
農
林
商
工
環
境
事
務
所

☎
０
５
９
７
︱
８
９
︱
６
１
３
４

産
業
建
設
課　

産
業
振
興
係

☎
３
︱
０
５
１
７
（
担
当　

上
う
え
ば
や
し

林
）

第
24
回
「
夏
休
み
映
画
会
」

︻
日
時
︼
８
月
21
日
（
月
）
午
後

１
時
～
９
時

︻
場
所
︼
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー

︻
内
容
︼
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
・

松
原
さ
ん
の
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
・
リ
ラ
ッ
ク
ス

体
操　

な
ど

︻
入
場
料
︼
無
料

︻
主
催
︼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

　
　

グ
ラ
ン
マ
の
会
＆
サ
ン
ク
ス

☎
２
︱
３
８
１
３

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
）

「
へ
い
わ
の
つ
ど
い
」

８
月
は「
御
浜
町
平
和
月
間
」で
す

平 和 な世界をめざして
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「夏の楽しいひととき」

ファインダー

ファインダー

ファインダー

ファインダー

カ
メ
ラ
・
レ
ポ
ー
ト

尾呂志保育所と志原保育所のふれあい会がありました。
尾呂志では、ダンスを一緒に踊ったり、七夕かざりを一緒に作っ

たりと、園児が８人でも他の保育所の園児にも負けないほど、お
ばあさん達を楽しませていました。
志原では、まだ新しい建物の香りがする中で、ゲームやダンス

などでおじいさん、おばあさん達を楽しませていました。

「おじいちゃん、おばあちゃん　
また一緒に遊ぼうね」19・206

ふれあい会

ヨーヨーつりを楽しむ尾呂志の子どもたち

どちらのおじいちゃ
ん、おばあちゃんも、
園児たちを見るだけで
自然と笑顔になり、そ
の笑顔に応えるように
園児たちも、練習した
ものを一生懸命に出し
ていました。

尾呂志と阿田和保育園で夕涼み会がありました。
暑い日にも関わらず、早い時間からスタッフの方は準備に取

り掛かり、日に焼けた方も多かったのではないでしょうか。

17
夕涼み会

会が始まり、それ
ぞれの夕涼み会では
独自の盆踊り、ヨー
ヨーすくいやゲーム
などを行ない、大い
に賑わっていまし
た。

盆おどりをおどる阿田和保育園の子どもたち

おばあさんたちと七夕かざりを作る尾
呂志保育園の子どもたち

ジャンケンゲームで盛りあがる志原保育所
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環境美化運動の一環としまして、毎年恒例の七
里御浜海岸のクリーン作戦が実施されました。
今回も４００名ほどの住民が参加し、１．２
ｔのゴミを集めていただきました。

「誇るべき財産をいつまでも美しく」27
七里御浜クリーン作戦

「新しいまちづくり」306

平成１８年度の区長・自治会長会議が開催されました。
町から「行政改革の実施」、「住民自治の確立」、「防災対

策の推進」、「健康づくりの取組み」、「生活・教育・産業基
盤の整備」を重要施策として説明。
また、パークの特別調停の報告や紀宝警察署による防犯

区長・自治会長会議

「武力攻撃等から国民の生命、身体、財産を守ります。」127

平成１６年９月に施行された国民保護法に基づき、御浜
町国民保護協議会が開かれました。この協議会は、警察、
消防、ＮＴＴ、県、町の代表者と医師会や地域の代表者等
２６人で構成されています。
今後は、協議会で避難、救護、武力攻撃に伴う被害の最

御浜町国民保護協議会

基調講演後のパネルディスカッション

中央公民館で、紀南ツアーデザインセンター主催のシンポジウムが開催さ

「自然と文化の伝承のために」167
三重・紀南エコツーリズム　シンポジウム

小化を３本柱にした、御浜町国民保護計画を今年度中に策定します。

への取り組みについての講話も行われました。
区長・自治会長からは、保育所、支所の統廃合や、公民館の地元移譲などそれぞれの地域における

問題を活発に意見交換がされました。

れました。同センターが平成
１６年６月の開設から進めてき
た「三重・紀南エコツーリズム」
の集大成とし、エコツーリズム
の可能性を明らかにするために
開催され、県内外から２７０人
以上の参加がありました。
※エコツーリズムとは地域資源の保
全と健全な活用を目的意識にもっ
た新しい観光の一形態です。

基調講演をされる東洋文化研
究家のアレックス・カー氏
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あなたのページ 

　総務課 
身近な話題を 
　お寄せください 
　　　　行政係 

戦没者追悼式

献花をする遺族の皆さん

御浜町

古里の山と海をイメージした祭壇で、追悼の言葉を述
べる遺児代表の屋敷さん

７
月
５
日
に
中
央
公
民
館
に
て
、

「
御
浜
町
戦
没
者
追
悼
式
」
が
開
か

れ
ま
し
た
。

太
平
洋
戦
争
な
ど
で
祖
国
の
礎

と
な
っ
た
英
霊
６
２
８
柱
を
追
悼

い
た
し
ま
し
た
。

式
に
は
、
遺
族
会
の
下
地
照
男

会
長
を
は
じ
め
遺
族
の
皆
様
と
、

町
長
を
は
じ
め
町
関
係
者
、
来
賓

の
皆
様
等
、
約
２
６
０
人
が
参
列

い
た
し
ま
し
た
。

北
裏
町
長
、
萩
野
県
議
会
議
員

ら
来
賓
の
皆
様
の
追
悼
の
言
葉
の

あ
と
、
参
列
者
全
員
が
献
花
を
い

た
し
ま
し
た
。

最
後
に
東
地
昇
遺
族
会
副
会
長

か
ら

「
日
本
の
繁
栄
の
陰
に
は

英
霊
の
尊
い
犠
牲
が
あ
っ

た
こ
と
を
決
し
て
忘
れ
ま

せ
ん
。
御
霊
に
感
謝
を
し
、

代
々
尊
い
犠
牲
が
あ
っ
た

こ
と
を
語
り
伝
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」

と
、
も
う
二
度
と
同
じ
過

ち
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に

と
い
う
気
持
ち
を
込
め
、

遺
族
を
代
表
し
て
謝
辞
を

述
べ
ら
れ
、
式
は
終
了
い

た
し
ま
し
た
。

広
報
俳
八
月
抄

 

平
成
十
八
年
度　

御
浜
町
春
季
俳
句
大
会　

入
選
句

早さ

お

と

め

乙
女
も　

菅す
げ
が
さ笠

も
無
き　

田た

う

え植
か
な　
　
　

石
橋　

寛
朝

全
身
で　

歌
声
高
く　

鳥
の
恋　
　
　
　
　
　

後
呂　

智
子

花は
な
び
え冷

や　

電
話
の
友
の　

か
す
れ
声　
　
　
　

浦　
　

正
枝

春は
る
さ
め雨

に　

牛ぎ
ゅ
う
ば馬

童ど

う

じ子
が　

睦む
つ

み
ゐ
る　
　
　
　

榎
本　

孤
星

花は

な

み

ず

き

水
木　

揺
れ
て
小こ

は

な花
の　

舞ぶ

と

う

か

い

踏
会　
　
　

  

榎
本　

宣
子

は
や
落ら

っ

か花　

春
し
ゅ
ん
け
い慶

塗ぬ

り
の　

ひ
と
か
さ
ね　
　

大
川　

青
螺

ス
ニ
ー
カ
ー　

児こ

の
足
軽
く　

春
立
ち
ぬ　
　

大
平　
　

昭

奥お
く
さ
と郷

の　

桜
に
人
や　

集つ
ど

い
た
る　
　
　
　
　

織
田　

信
勝

菩ぼ

だ

い

ぢ

提
寺
や　

声
だ
け
残
し　

初
は
つ
つ
ば
め

燕　
　
　
　
　

小
野
は
る
み

嫌
な
予
感　

犬
が
ぱ
く
っ
と　

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ　

小
野
ま
あ
り

花
に
浮
く　

静
か
な
里
の　

観か

ん

ぜ

お

ん

世
音　
　
　
　

川
本　

素
秋

花は
な
づ
か疲

れ　

無
口
と
な
り
ぬ　

帰
り
路み

ち　
　
　
　

杉
目　

黄
渓

春し
ゅ
ん
し
ゅ
う

愁
や　

一い
ち
よ
う葉

偲し
の

ぶ　

質し

ち

や屋
跡あ

と　
　
　
　
　
　

須
崎
久
美
子

若わ

か

め芽
萌も

ゆ　

昨
日
の
姿　

す
で
に
な
し　
　
　

須
崎　

行
雄

黄お

う

さ沙
日び

の　

晩
ば
ん
し
ょ
う照

黄こ

が

ね金　

色い
ろ

終し
ま

ふ 　
　
　
　

七
海　

笑
涙

わ
き
見
し
て　

群む
れ

と
は
ぐ
れ
し　

春
の
雁か

り　
　

畑
中　

一
代

未す

ぐ

ろ黒
野の

に　

来
て
草
の
芽
の　

青
き
こ
と　
　

日
浦
と
よ
乃

古ふ
る
さ
と里

は　

新し

ん

し市
と
な
り
て　

竹
の
秋　
　
　
　

湊　
　
　

貞

早さ

な

え

ば

こ

苗
箱　

抱か
か

え
て
畦あ

ぜ

を　

横
歩
き　
　
　
　
　

向
井　

春
羊

野
に
遊
び　

自
然
を
友
に　

春は
る

惜お

し
む　
　
　

和
田　

一
潮

再び戦争が起こらないように…
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竹田　奈
な お

央ちゃん

昌徳さ
ん・亜紀子さ

ん

人  口 10,114 人（＋   8 人）
　  男 04,725 人（＋   8人）
　  女 05,389 人（＋   0 人）

世帯数 　4,346 戸（＋   3 戸）

７月１日現在の人の動き い
よ
い
よ
台
風
の
シ
ー
ズ
ン
に
入
っ

て
き
ま
す
。
広
報
誌
で
も
、
先
月

号
か
ら
「
防
災
」
の
特
集
を
し
て
い
ま

す
が
、
最
近
は
、
現
在
の
防
災
施
設
等

の
能
力
を
考
え
る
と
災
害
を
封
じ
込
め

る
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
、
被
害
を
出

来
る
だ
け
少
な
く
し
て
い
く
と
い
う
こ

と
で
、「
減
災
（
げ
ん
さ
い
）」
と
い
う

言
葉
も
使
う
よ
う
で
す
▼
こ
の
記
事
を

書
い
て
い
る
今
も
、
梅
雨
前
線
に
よ
り

各
地
で
過
去
に
経
験
し
た
こ
と
も
な
い

ほ
ど
の
大
雨
で
、
大
き
な
被
害
が
出
て

い
ま
す
▼
台
風
だ
と
事
前
に
対
応
す
る

こ
と
も
出
来
ま
す
が
、
突
然
の
大
雨
や

地
震
な
ど
は
、
日
頃
か
ら
の
訓
練
の
積

み
重
ね
や
準
備
で
被
害
を
少
し
で
も
減

ら
す
こ
と
が
出
来
ま
す
▼
最
近
は
色
々

な
地
区
で
も
防
災
訓
練
が
活
発
に
行
な

わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
自
分
の
出
来

る
こ
と
か
ら
徐
々
に
や
っ
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

♥  阿田和 
♥

北岡　寛
か ん た

汰く
ん

潤一さ
ん・智さ

ん

♥  神志山 

♥
柚木　美

み か ん

緩ちゃん

一樹さ
ん・美恵さ

ん

平瀬　未
み く

来ちゃん

千佳央さ
ん・久美子さ

ん

♥  市木 

♥

〜シリーズ〜

人を大切にする
まちづくり

教育委員会

●
命
を
大
切
に
、
自
分
を
大
切
に

　

６
月
に
奈
良
県
で
高
校
１
年
の
男
子
が
自
宅
に
放
火

し
母
親
と
弟
・
妹
を
殺
害
す
る
と
い
う
事
件
が
あ
り
ま

し
た
。
動
機
は
父
親
が
厳
し
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
あ
っ

た
よ
う
で
す
が
、「
人
生
を
リ
セ
ッ
ト
し
た
か
っ
た
」

と
言
っ
た
少
年
の
言
葉
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

　

テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
で
は
、
人
は
死
ん
で
も
ま
た
生
き
返

ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
で
も
実
際
は
そ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。「
リ
セ
ッ
ト
」
は
で
き
な
い
の
で
す
。

　

よ
く
「
あ
な
た
が
自
分
を
大
切
に
す
る
く
ら
い
他
人

を
大
切
に
し
な
さ
い
」
と
い
い
ま
す
が
、
自
殺
者
が
全

国
で
平
成
10
年
以
降
連
続
３
万
人
を
超
え
る
現
状
の

中
、
み
ん
な
が
自
分
を
大
切
に
し
て
い
る
か
、
と
い
う

と
少
し
疑
問
が
残
り
ま
す
。

　

命
を
奪
う
こ
と
は
最
大
の
人
権
侵
害
で
す
。
そ
の
際

た
る
も
の
が
戦
争
や
テ
ロ
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
社
会
を

担
う
今
の
若
者
た
ち
に
、
命
は
一
度
き
り
で
あ
る
こ
と
、

一
度
失
っ
た
そ
の
命
を
取
り
戻
す
こ
と
は
で
き
な
い
こ

と
を
、
絶
対
に
教
え
て
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
強
く
感
じ
ま
す
。

　

日
々
の
生
活
の
中
で
、
家
族
で
命
の
大
切
さ
を
話
し

合
う
機
会
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
一
番

よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
学
校
で
学
ぶ
こ
と
も

と
て
も
大
事
な
こ
と
で
す
が
、
や
は
り
一
番
の
学
び
の

場
は
家
庭
な
の
で
す
か
ら
。

森倉　直
なおみつ

光く
ん

啓介さ
ん・公香さ

ん

奥田　朋
と も か

香ちゃん

恭大さ
ん・真琴さ

ん

高田　晄
こう

く
ん

圭さ
ん・茜さ

ん

東　亜
あ や ね

耶音ちゃん

光男さ
ん・昭子さ

ん
平成18年5月1日～31日届出分

は
じめ

まして




